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Ⅰ　はじめに
　2020年に愛知教育大学では学部改組が行わ
れ、外国語教育講座関連では、従来の「初等
教育教員養成課程」（英語選修）と「中等教
育教員養成課程」（英語専攻）が「義務教育
専攻」と「高等学校教育専攻」（ともに英語
専修）に変更となった。改組前は、初等・中
等教育ともに単位数を満たせば、表₁にある
ように、₃校種の教員免許状が取得可能で
あった。しかし改組後は、義務教育専攻では
₃校種の免許状取得は可能だが、高等学校教
育専攻では、小学校教員免許状の取得が不可
となる。初等教員養成のための授業を履修す
る必要がなくなった代わりに、中等教育、特
に高校教員養成に向けての専門性を高める授
業がより必要となったということである。専
門性を高める授業の一つとして、大学附属高
等学校と連携した授業の取り組みがある。

　愛知教育大学と愛知教育大学附属高等学校
は、同じキャンパス内にある。こうした教育
機関は全国には多くはないであろう。この地
理的近さが新たな高大連携の利点にもなる。
その一つに、大学生が附属高校を頻繁に訪問
でき、高校教員養成に向けた学びの経験を得

られる点がある。本稿では2022年度に実施し
た、愛知教育大学外国語教育講座と愛知教育
大学附属高等学校英語科との連携による英語
科教育の授業開発の取り組みを紹介する。

Ⅱ　本連携による2022年度の取り組み
　改組により、高等学校教育専攻は2021年度
から始まり、2022年度は「英語科教育演習Ⅱ」
（前期）と「英語科教育演習Ⅲ」（後期）が開
設された（担当：田口達也）₂。今年度は大学
で上記の授業にて英語授業を実践していくた
めの方法について学び、適宜、附属高校の教
育活動の観察・参加という形態をとった。今
年度に行った連携の取り組みは、表₂のとお
りである。本稿では、それらについて紹介す
る。本活動には、高等学校教育専攻英語専修
₂年生17名が参加した。

１　2022年度前期の取り組み
⑴　教育実習生の研究授業観察
　附属高校英語科は、今年度は₂名の教育実
習生を受入れ指導を行った。この活動では、
実習生の研究授業を附属高校と大学間を
Zoomでつなぎ観察した。₂名の実習生は「英
語科教育演習Ⅱ」受講生の直接の先輩にあた
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表₂　2022年度の高大連携の取り組み
₁．2022年度前期
　⑴　教育実習生の研究授業観察
　⑵　授業観察
　⑶　パフォーマンステスト観察
₂．2022年度後期
　⑴　授業参加
　⑵　プレゼンテーション評価実習
　⑶　授業実践
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り、受講生にとってのニアピア・ロールモデ
ル（Near-peer role model）になるため、研究
授業の観察が受講生によい刺激になることを
期待しての活動であった。
⑵　授業観察
　次に行った活動は、高校の通常授業の観察
であった。本授業は高校生が英語でＥメール
を書けるようになることを目指した内容であ
り、次の⑶のパフォーマンステスト観察と並
行して行われた。参加した大学生の高校在学
時と比べると、内容自体は大きく変わってい
ないかもしれないが、実際にタブレットを使
用してＥメールを書いて送るという点で、
「より実践的な内容になっている」と感じた
受講生もいた。
⑶　パフォーマンステスト観察
　今回は、生徒による音読のパフォーマンス
テストの現場を観察した。生徒が授業等を通
して身につけた英語力の評価の場を観察する
のは、教師と生徒という当事者以外ではあま
りないであろう。高校在学時にパフォーマン
ステストを経験しなかった大学生もいれば、
経験したものの評価方法が分からず不安を感
じた大学生もいた。一方、今回の観察では評
価基準が示されていたため、評価方法に興味
を持った大学生もいた。
２　2022年度後期の取り組み
⑴　授業参加
　後期最初の活動として、附属高校の英語授
業に大学生が参加し、高校生のグループ作業
中に英語指導を行った。具体的には、生徒が
プレゼンテーションする内容について事前に
発表原稿を作成し、それについて大学生が添
削し発表の仕方についてアドバイスを与える
というものである。この活動については大き
な学びを得たようで、添削の仕方、アドバイ
スの与え方、指導のための英語力について、
更なる向上の必要を感じた大学生が多く、実
りの多い活動であった。

⑵　プレゼンテーション評価実習
　「評価」学習の一環として、生徒による実
際のプレゼンテーションを模擬的に評価する
活動を行った。実習前には、主観テストの評
価を行う際に起こる問題点と改善方法につい
て、評価者信頼性の内容を踏まえて学習を
行った。実際の評価を行う際には、基準とな
るルーブリックがあるため、評価者間信頼性
について学ぶ前と比べ、評価者間のブレ幅は
小さくなったようであるが、評価者間の評定
の違いが大きい場合は適宜相談し評点を決め
た。主観テスト評価の難しさを体験できる活
動であった。
⑶　授業実践
　今年度最後の活動として、高校生に対して
実際に授業を行った。参加大学生を₂グルー
プに分け、グループ単位で授業者を選び、リ
スニングについての授業方法を考え授業を行
うというものであった。約30人の生徒を前に
授業を行うため、大学で₂回模擬授業を行い、
本番に備えた。模擬授業では生徒役がなじみ
のある大学生で、かつ英語力もあるためうま
くいく場合でも、実際の授業ではうまくいか
ない場合が多々ある。模擬授業の経験を経て
改善を行い、高校生に対してより良い授業が
できたのではないだろうか。

Ⅲ　次年度に向けて
　本連携の「元年」である2022年度は試行錯
誤の連続であった。しかし、冒頭でも述べた
ように、両校が同じキャンパス内にあるとい
う地理的利点と附属校という関係から、少し
は実践的な英語科教育の開発が行えたのでは
ないだろうか。一方で、上記の取り組みから
今後の課題も見えてきたので、次年度は、対
象大学生の学年にもよるが、それらの課題を
踏まえてより連携した活動にしたい。
　次年度の課題としては、主に三つ挙げられ
る。一つ目は、教育実践力のさらなる育成で
ある。今年度の連携では、授業観察と生徒の
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学習活動への参加が主たる活動であり、実際
の授業を行ったのは一部の大学生にとどまっ
た。大学での模擬授業を含め、これらの活動
は教員養成の大事な一過程であるが、対面で
大人数の生徒に対して行う実際の授業とは異
なる。附属高校との連携をより一層強めた活
動が必要となる。授業実践に関して言えば、
本専攻英語専修₃年生は後期開始前に高校で
の教育実習を予定しており、それに向けての
準備が必要となる。一方で、彼らは2023年度
前期に「英語科教育Ⅳ」を、後期に「英語教
育実践」を履修する。これらの連携授業によっ
て、教育実習が最終目標ではなく通過点とな
り、より高度な授業実践力の養成が期待され
る。
　二つ目は、英語学、英語圏文学、異文化理
解といった内容学的視点を組み込んだ英語科
教育の授業開発である。英語を教えるために
は、単に教え方を身につけるだけでは不十分
である。言葉としての英語の特徴等を理解す
ることと、話者・筆者の考えの理解を促し自
身の考えを育むことも必要である。高校の学
習事項把握に加えて、内容学的視点から、学
習内容に焦点を当てた教材研究についての高
大連携を行うことにより、高校教員養成に相
応しい専門性の高い教育を提供できるであろ
う。
　三つ目は、高校の英語教員としてふさわし
い、₄技能に関する高い英語力の育成である。
今年度の生徒への英語指導活動を経て、確固
とした英語力の必要性を認識した大学生が多
かった。大学での普段の授業においても、そ
うした高度な英語力を育む必要がある。
　上記の課題に取り組むことで、次年度は今
年度よりも進化した形で、高大連携による英
語科教育の開発ができると期待している。

注
₁　英語専修における状況である。
₂　「英語科教育演習Ⅰ」という科目も開設

されているが、₁年生を対象に、大学で英
語教育の理論的支柱として第二言語習得の
理論を学ぶ授業のため、本稿では取り上げ
ない。
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